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食
料
自
給
率
は
、
国
内
の

食
料
全
体
の
供
給
に
対
す
る

国
内
生
産
の
割
合
を
示
す
指

標
。
熱
量
（
カ
ロ
リ
ー
）
で

換
算
す
る
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

と
、
金
額
で
換
算
す
る
生
産

額
ベ
ー
ス
が
あ
る
。

２０
年
度
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー

ス
の
自
給
率
は
、
米
の
需
要

の
長
期
的
な
減
少
と
小
麦
の

生
産
量
の
減
少
に
よ
り
、
１

㌽
低
下
し
た
。
１
人
１
日
当

た
り
供
給
熱
量
２
２
６
９
㌔

㌍
の
う
ち
、
国
産
供
給
熱
量

は
８
４
３
㌔
㌍
だ
っ
た
。
米

の
１
人
１
年
当
た
り
供
給
純

食
料
は
、
前
年
度
の
５３
・
２

㌔
か
ら
２
・
５
㌔
減
り
、
５０

・
７
㌔
と
な
っ
た
。
小
麦
は
、

特
に
作
柄
が
良
か
っ
た
前
年

産
に
比
べ
単
収
が
８
・
８
％

減
少
し
た
。

一
方
、
生
産
額
ベ
ー
ス
の

自
給
率
は
１
㌽
上
昇
し
、
６７

％
と
な
っ
た
。
豚
肉
、
鶏
肉
、

野
菜
、
果
実
な
ど
の
国
内
生

産
額
の
増
加
と
、
魚
介
類
、

牛
肉
、
鶏
肉
、
豚
肉
な
ど
の

輸
入
額
の
減
少
等
に
よ
る
。

飼
料
自
給
率｛
Ｔ
Ｄ
Ｎ（
可

消
化
養
分
総
量
）
で
換
算
｝

は
、
３
年
連
続
で
２５
％
に
と

ど
ま
っ
た
。
う
ち
粗
飼
料
自

給
率
は
１
㌽
低
下
の
７６
％
、

濃
厚
飼
料
自
給
率
は
前
年
度

と
同
じ
１２
％
だ
っ
た
。

飼
料
自
給
率
を
反
映
し
な

い
「
食
料
国
産
率
」
も
示
し

て
い
る
。
飼
料
が
国
産
か
輸

入
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
内

生
産
の
状
況
を
評
価
す
る
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
国

産
率
は
、
食
料
自
給
率
よ
り

９
㌽
高
い
４６
％
（
前
年
度

同
）
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
は

４
㌽
高
い
７１
％（
１
㌽
上
昇
）

と
な
る
。
食
料
自
給
率
を
高

め
る
に
は
、
飼
料
自
給
率
の

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

食
料
自
給
力
指
標
は
、「
国

内
生
産
の
み
で
、
ど
れ
だ
け

の
食
料
（
カ
ロ
リ
ー
）
を
最

大
限
生
産
す
る
こ
と
が
可
能

か
」
（
食
料
の
潜
在
生
産
能

力
）
を
把
握
す
る
た
め
に
試

算
。
農
地
等
の
農
業
資
源
、

農
業
技
術
、
農
業
労
働
力
が

算
定
の
構
成
要
素
。
農
地
面

積
は
、
前
年
度
の
４
３
９
万

７
千
㌶
か
ら
２
万
５
千
㌶
減

り
、
４
３
７
万
２
千
㌶
と
な

っ
た
。

試
算
の
結
果
、
米
・
小
麦

中
心
の
作
付
け
の
場
合
は
１

人
１
日
当
た
り
１
７
５
９
㌔

㌍
、
イ
モ
類
中
心
の
作
付
け

の
場
合
は
２
５
０
０
㌔
㌍

で
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り

２
㌔
㌍
、６２
㌔
㌍
減
少
し
た
。

前
年
度
と
同
様
に
、
イ
モ
類

中
心
の
作
付
け
で
は
推
定
エ

ネ
ル
ギ
ー
必
要
量
２
１
６
８

㌔
㌍
を
上
回
る
が
、
現
実
の

食
生
活
に
近
い
米
・
小
麦
中

心
の
作
付
け
で
は
下
回
る
。

食
料
自
給
力
指
標
は
長
期

的
に
は
低
下
傾
向
で
推
移
。

そ
の
維
持
・
向
上
の
た
め
、

農
地
の
確
保
、
単
収
向
上
に

加
え
、
労
働
力
の
確
保
や
省

力
化
な
ど
の
技
術
改
善
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

食
料
自
給
率
は
、
食
料
安

全
保
障
上
の
基
礎
的
な
指

標
。
諸
外
国
と
比
べ
、
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
、
生
産
額
ベ
ー

ス
と
も
に
低
い
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
農
業
政
策
の
指
針

と
な
る
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
（
２０
年
３
月

策
定
）
で
は
、
３０
年
度
の
自

給
率
の
目
標
を
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
４５
％
、
生
産
額
ベ

ー
ス
で
７５
％
と
設
定
し
て
い

る
。
現
状
は
、
目
標
と
の
隔

た
り
が
大
き
い
。
同
計
画
に

基
づ
き
、
農
業
の
生
産
基
盤

の
強
化
な
ど
各
種
施
策
を
着

実
に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２２

年
度
農
林
水
産
関
係
予
算
概

算
要
求
を
決
定
し
、
財
務
省

に
提
出
し
た
。
総
額
は
、
２１

年
度
当
初
予
算
比
１６
・
４
％

増
と
な
る
２
兆
６
８
４
２
億

円
。
内
訳
は
公
共
事
業
費
が

１７
・
６
％
増
の
８
２
２
９
億

円
、
非
公
共
事
業
費
が
１５
・

９
％
増
の
１
兆
８
６
１
３
億

円
。
公
共
事
業
費
の
う
ち
、

農
業
農
村
整
備
事
業
は
１８
・

４
％
増
の
３
９
４
６
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

農
業
関
係
の
重
点
事
項

は
、
①
生
産
基
盤
の
強
化
と

経
営
所
得
安
定
対
策
の
着
実

な
実
施
②
５
兆
円
目
標
の
実

現
に
向
け
た
農
林
水
産
物
・

食
品
の
輸
出
力
強
化
、
食
品

産
業
の
強
化
③
環
境
負
荷
軽

減
に
資
す
る
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
実
現

に
向
け
た
政
策
の
推
進
④
ス

マ
ー
ト
農
業
、
ｅ
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ

（
農
水
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ

ス
）
等
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
⑤
食
の
安

全
と
消
費
者
の
信
頼
確
保
⑥

農
地
の
最
大
限
の
利
用
と
人

の
確
保
・
育
成
、
農
業
農
村

整
備
⑦
農
山
漁
村
の
活
性
化

―
の
七
つ
。

野
菜
、
果
樹
、
花
き
、
茶

・
薬
用
植
物
等
の
品
目
ご
と

の
持
続
的
な
生
産
基
盤
の
強

化
に
向
け
て
、
「
持
続
的
生

産
強
化
対
策
事
業
」
に
２１
年

度
当
初
予
算
比
３０
億
円
増
の

１
９
９
億
円
を
計
上
。
水
稲

か
ら
の
作
付
け
転
換
に
よ
る

新
た
な
園
芸
産
地
の
育
成
、

加
工
・
業
務
用
や
輸
出
向
け

野
菜
の
生
産
、
労
働
生
産
性

の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
果
樹

の
省
力
樹
形
な
ど
を
支
援
す

る
。「

水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
」
に
は
、
２
７
０
億

円
増
の
３
３
２
０
億
円
を
要

求
。
水
田
で
の
麦
・
大
豆
、

飼
料
用
米
等
の
本
作
化
、
輸

出
等
の
新
市
場
開
拓
に
向
け

た
低
コ
ス
ト
生
産
の
取
り
組

み
な
ど
を
支
援
す
る
。
経
営

所
得
安
定
対
策
で
は
、
「
収

入
保
険
制
度
の
実
施
」
に
２９

億
円
増
の
２
０
６
億
円
を
計

上
し
、加
入
の
促
進
を
図
る
。

輸
出
拡
大
に
向
け
て
、「
マ

ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る
海
外

で
の
販
売
力
の
強
化
」
に
２９

億
円
増
の
５９
億
円
、
「
輸
出

向
け
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
対
応
施

設
の
整
備
」
に
２２
億
円
増
の

４６
億
円
を
求
め
た
。
３０
年
輸

出
５
兆
円
目
標
の
実
現
を
図

る
。新

規
の
「
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
実
現
技
術
開

発
・
実
証
事
業
」
に
６５
億
円

を
計
上
。
現
場
の
農
林
漁
業

者
等
が
活
用
す
る
技
術
の
持

続
的
改
良
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
や
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
活

用
技
術
の
社
会
実
装
を
加
速

化
さ
せ
る
た
め
の
実
証
な
ど

を
推
進
す
る
。

「
新
規
就
農
者
の
育
成
・

確
保
」
に
は
、
３１
億
円
増
の

２
３
６
億
円
を
要
求
。
就
農

に
向
け
た
研
修
資
金
、
親
元

就
農
を
含
む
経
営
開
始
時
の

投
資
を
基
本
と
す
る
経
営
開

始
資
金
、
雇
用
就
農
の
促
進

の
た
め
の
資
金
な
ど
を
支
援

す
る
。
（
２
面
に
畜
産
・
酪

農
関
係
の
主
な
事
業
）

農
水
省
は
８
月
２５
日
、
２０
年
度
の
食
料
自
給
率
及
び
食
料
自
給
力
指
標
を
公
表
し
た
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
は
前
年
度
か
ら
１
㌽
低
下
し
、
３７
％
と
な
っ
た
。
米
の

需
要
減
少
等
に
よ
り
、
１
９
９
３
年
度
、
１８
年
度
に
並
ぶ
過
去
最
低
の
水
準
だ
っ
た
。
政

府
が
掲
げ
る
３０
年
度
目
標
の
４５
％
と
の
隔
た
り
は
依
然
と
し
て
大
き
い
。
食
料
の
潜
在
生

産
能
力
を
示
す
食
料
自
給
力
指
標
も
農
地
面
積
の
減
少
等
に
よ
り
、前
年
度
を
下
回
っ
た
。

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２１

年
産
水
稲
の
８
月
１５
日
現
在

の
作
柄
概
況
を
発
表
し
た
。

北
海
道
や
東
北
な
ど
の
主
産

地
が
「
平
年
並
み
」
（
平
年

比
９９
〜
１
０
１
％
）
以
上
と

見
込
ま
れ
る
一
方
、
西
日
本

で
は
「
や
や
不
良
」
（
９５
〜

９８
％
）
が
多
い
傾
向
と
な
っ

た
。「

良
」
（
平
年
比
１
０
６

％
以
上
）が
１
県（
青
森
）、

「
や
や
良
」
（
１
０
２
〜
１

０
５
％
）
が
北
海
道
と
４
県

（
岩
手
、
山
形
、
福
井
、
奈

良
）
、
「
平
年
並
み
」
が
２０

府
県
、
「
や
や
不
良
」
が
２０

都
府
県
と
な
っ
て
い
る
。
出

穂
期
ま
で
総
じ
て
天
候
に
恵

ま
れ
た
地
域
が
あ
る
一
方

で
、
６
月
下
旬
か
ら
７
月
上

旬
の
日
照
不
足
及
び
８
月
上

中
旬
の
台
風
、
大
雨
な
ど
の

影
響
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

２１
年
産
の
主
食
用
米
の
作

付
面
積
は
、
前
年
産
よ
り
最

大
で
６
・
５
万
㌶
減
る
見
込

み
。
だ
が
、
２２
年
６
月
末
の

民
間
在
庫
量
は
、
需
給
が
安

定
す
る
適
正
水
準
を
上
回

り
、
２
１
０
万
㌧
と
な
る
見

通
し
。
東
日
本
の
主
産
地
の

作
柄
が
「
平
年
並
み
」
以
上

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

需
給
緩
和
の
懸
念
が
強
ま
っ

て
い
る
。

同
省
は
、
西
南
暖
地
５
県

に
お
け
る
早
期
栽
培
等
の
作

柄
概
況
（
８
月
１５
日
現
在
）

も
発
表
。
作
況
指
数
（
１０
㌃

当
た
り
の
予
想
収
量
／
平
年

収
量
）
は
、
宮
崎
、
鹿
児
島

が
１
０
１
、
徳
島
、
高
知
及

び
沖
縄
が
９９
だ
っ
た
。

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２２

年
度
の
組
織
・
定
員
要
求
を

決
め
た
。
環
境
負
荷
軽
減
に

向
け
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」
を
着
実
か
つ

強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
省

全
体
の
司
令
塔
組
織
と
し

て
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
推
進
室
（
仮
称
）
、
有
機

農
業
の
生
産
拡
大
な
ど
高
い

生
産
性
と
両
立
す
る
持
続
的

生
産
体
系
へ
の
転
換
を
推
進

す
る
た
め
、
持
続
・
有
機
農

業
推
進
室
（
仮
称
）
を
そ
れ

ぞ
れ
設
置
す
る
。

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出

の
５
兆
円
目
標
の
達
成
に
向

け
、
「
農
林
水
産
物
・
食
品

の
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」
等

に
位
置
付
け
ら
れ
た
輸
出
産

地
の
育
成
、
品
目
団
体
の
支

援
等
を
推
進
す
る
た
め
の
本

省
及
び
地
方
組
織
一
体
で
の

体
制
強
化
を
図
る
。

こ
の
ほ
か
、
人
・
農
地
な

ど
関
連
施
策
の
見
直
し
に
対

応
し
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
策

定
の
着
実
な
推
進
、
新
規
就

農
者
の
育
成
・
確
保
、
農
村

に
お
け
る
所
得
と
雇
用
機
会

の
確
保
等
を
図
る
た
め
の
施

策
の
推
進
に
向
け
た
体
制
を

強
化
す
る
。

同
省
は
同
日
、
２２
年
度
の

税
制
改
正
要
望
も
決
め
た
。

新
規
・
拡
充
措
置
関
係
で
は
、

①
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸

出
拡
大
に
向
け
た
税
制
上
の

所
要
の
措
置
（
所
得
税
・
法

人
税
）
②
食
料
・
農
林
水
産

業
の
グ
リ
ー
ン
化
（
脱
炭
素

化
）
に
向
け
た
税
制
上
の
所

要
の
措
置
（
所
得
税
・
法
人

税
）
③
人
・
農
地
な
ど
関
連

施
策
の
見
直
し
に
伴
う
税
制

上
の
所
要
の
措
置
（
複
数
税

目
）
を
要
望
し
た
。

直近５年の食料自給率等の動向
（％）
２０３０
目標
４５
７５
３４
４１４

２０２０

３７
６７
２５
４３７

２０１９

３８
６６
２５
４４０

２０１８

３７
６６
２５
４４２

２０１７

３８
６６
２６
４４４

２０１６

３８
６８
２７
４４７

年度

カロリーベース
生産額ベース
飼料自給率

農地面積（万 ha）

２０２２年度 農林水産予算概算要求 （億円）

前年度比

１１６.４%
１１７.６%
１１８.２%
１００.０%
１１５.９%

２２年度 要
求・要望額

２６,８４２
８,２２９
８,０３１
１９８

１８,６１３

２１年度
予算額

２３,０５０
６,９９５
６,７９７
１９８

１６,０５５

区分

農林水産予算総額
公共事業費
一般公共事業費
災害復旧等事業費
非公共事業費

農水省が２２年度組織・定員要求

みどり戦略や
輸出等を推進

食
料
自
給
率
過
去
最
低
水
準

２０
年
度

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
３７
％

農
水
概
算
要
求
１６
％
増
の
2.7
兆
円

２２
年
度

予

算

農
業
の
生
産
基
盤
を
強
化

主
産
地
は「
平
年
並
み
」以
上

・「食料・農業 知っておきたい話」―１０１―（２面）
・多くの品目で未達 ２０年度生産努力目標の達成
状況 （３面）
・個人経営体４万６千減少 （４面）
・スマホで「通い農業支援システム」 （５面）
・豚にファインバブル水給与で成績アップ（６面）
・黒毛和種 濃厚飼料を一部木材クラフトパルプ
で代替 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

水
稲
作
柄
８
月
１５
日
現
在

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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●
●
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●
●
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今
回
は
「
外
部
化
の
罠
」

（
前
Ｊ
ミ
ル
ク
専
務
理
事
の

前
田
浩
史
氏
の
言
葉
＝
経
営

の
パ
ー
ツ
を
外
注
す
れ
ば
経

営
が
効
率
化
す
る
と
い
う
発

想
の
落
と
し
穴
）
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
デ
ー
タ
を

共
有
し
た
い
。

酪
農
家
の
経
営
指

標
比
較
の
最
新
デ

ー
タ
に
注
目

最
近
の
本
コ
ラ
ム
で
北
海

道
・
根
釧
地
域
の
放
牧
主
体

の
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
家
の
皆

さ
ん
と
当
該
地
域
の
農
協
平

均
と
の
２
０
１
８
年
の
経
営

指
標
デ
ー
タ
の
比
較
表
を
示

し
た
が
、
今
回
、
最
新
の
２

０
２
０
年
デ
ー
タ
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
そ
れ
を
表
の
よ

う
に
整
理
し
て
み
た
。

根
釧
地
域
の
マ
イ
ペ
ー
ス

酪
農
家
９
戸
の
最
新
の
平
均

値（
２０
年
、森
高
哲
夫
氏
集

計
）で
は
、
経
産
牛
頭
数
は
、

マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
が
４１
頭
に

対
し
て
農
協
平
均
は
８８
頭

で
、
両
者
に
は
２
倍
以
上
の

開
き
が
あ
る
。

し
か
し
、
購
入
飼
料
や
購

入
肥
料
な
ど
を
抑
え
て
、
放

牧
に
よ
っ
て
生
態
系
の
力
を

最
大
限
に
活
用
し
た
循
環
型

の
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
の
資
金

返
済
後
の
所
得
は
１
６
０
２

万
円
で
、
農
協
平
均
（
Ｔ
Ｍ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
参
加
酪
農
家
を

含
む
）
の
１
５
３
５
万
円
よ

り
む
し
ろ
多
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
デ
ー
タ
で

は
、
「
放
牧
型
酪
農
は
１
頭

当
た
り
所
得
が
大
き
く
て
も

規
模
が
小
さ
い
か
ら
総
所
得

が
上
が
ら
な
い
」
と
い
う
指

摘
は
覆
さ
れ
て
い
る
。
平
均

の
半
分
以
下
の
頭
数
で
、
牛

も
快
適
で
、
人
に
も
環
境
に

も
優
し
く
、
無
理
を
し
な
い

で
、
同
等
以
上
の
所
得
が
得

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

購
入
飼
料
代
は
、
農
協
平

均
の
２
９
８
８
万
円
に
対
し

て
、
マ
イ
ペ
ー
ス
酪
農
は
４

８
６
万
円
と
１
／
６
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
飼
料
が
高
騰

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
マ
イ
ペ

ー
ス
酪
農
の
優
位
性
は
高
ま

る
。「

購
入
飼
料
に
頼
る
ほ
う

が
、
と
き
ど
き
飼
料
が
高
騰

し
て
も
長
期
的
に
は
総
所
得

で
有
利
だ
」
と
は
言
え
な
く

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
結

論
は
前
回
の
１８
年
デ
ー
タ
だ

け
で
な
く
、
最
新
の
２０
年
デ

ー
タ
で
も
立
証
さ
れ
た
。
こ

う
し
た
デ
ー
タ
も
参
考
に
、

経
営
方
針
を
見
直
し
て
い
く

努
力
も
不
可
欠
と
思
わ
れ

る
。

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

参
加
農
家
の
平
均

に
注
目

さ
て
、
こ
こ
で
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
利
用
農
家（
４２
戸
）

の
資
金
返
済
後
所
得
が
８
０

８
万
円
で
、農
協
平
均（
４
６

３
戸
）
を
相
当
に
押
し
下
げ

て
い
る
こ
と
に
は
注
意
・
注

目
が
必
要
で
あ
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
農
協

や
行
政
が
主
導
し
て
、
大
々

的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
の
で
、そ
の
点
で
も
、

気
に
な
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。

「
Ｔ
Ｍ
Ｒ（TotalM

ixed
Ration

）
」
と
は
、
粗
飼
料

と
濃
厚
飼
料
、
ミ
ネ
ラ
ル
・

ビ
タ
ミ
ン
等
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
含
む
混
合
飼
料
で
、
牛
の

完
全
食
で
あ
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
導
入
に
よ
る
酪
農
家

の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
飼
料
費
の
軽
減
＝
飼
料

用
作
物
（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
）

を
独
自
に
生
産
し
、
利
用
す

る
こ
と
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
な

ど
の
有
効
利
用
に
よ
り
国
際

情
勢
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
良
質
で
安
価
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼

料
を
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
、
結
果
と
し
て
飼
料
費
の

軽
減
が
実
現
で
き
る
、

②
乳
量
の
増
加
・
乳
質
の

向
上
・
牛
群
の
健
康
状
態
の

安
定
化
＝
専
属
の
酪
農
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
各
牧
場
を
定

期
的
に
巡
回
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
牛
群
の
様
子
を
細
か
く
観

察
、
ま
た
飼
養
管
理
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

で
、
環
境
と
飼
料
双
方
か
ら

の
状
況
改
善
に
よ
り
、
乳
量

の
増
加
・
乳
質
及
び
繁
殖
の

成
績
の
向
上
・
病
気
の
減
少

に
つ
な
が
る
、

③
労
働
力
・
労
働
時
間
の

大
幅
な
減
少
＝
そ
れ
ま
で
は

各
牧
場
に
て
自
身
で
行
っ
て

い
た
飼
料
用
作
物
の
生
産
や

飼
料
の
配
合
な
ど
に
費
や
し

て
い
た
労
働
力
や
労
働
時
間

が
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
設
置

に
よ
り
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、

そ
の
時
間
を
飼
養
管
理
な
ど

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
、

④
堆
肥
の
処
理
か
ら
の
解

放
＝
そ
れ
ま
で
は
各
牧
場
で

堆
肥
の
処
理
に
頭
を
悩
ま
せ

て
い
た
が
、
飼
料
生
産
事
業

に
て
堆
肥
の
処
理
を
一
貫
し

て
行
う
た
め
、
酪
農
家
の
負

担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る
、

⑤
規
模
拡
大
と
事
業
継
承

の
促
進
＝
飼
料
費
や
労
働
力

・
労
働
時
間
の
軽
減
、
酪
農

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
に

よ
る
乳
質
の
向
上
な
ど
、
酪

農
経
営
の
安
定
感
が
増
し
、

後
継
者
に
よ
る
事
業
継
承
が

推
進
さ
れ
る
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
大
い

に
期
待
さ
れ
、
大
々
的
に
推

進
さ
れ
て
き
た
。と
こ
ろ
が
、

本
デ
ー
タ
で
見
る
か
ぎ
り

は
、
現
実
に
は
、
購
入
飼
料

費
が
６
９
１
８
万
円
と
農
協

平
均
の
２
・
３
倍
に
な
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
他
の
支
出
も

２
０
０
０
万
円
も
多
く
、
経

営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
実
態

が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。

「
外
部
化
の
罠
」か
？

本
来
、家
族
酪
農
経
営
は
、

育
成
か
ら
飼
料
生
産
、
搾
乳

・
飼
養
管
理
ま
で
の
多
様
な

作
業
を
包
括
的
に
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
す
る
能
力
を
求
め
ら

れ
、
そ
れ
が
家
族
経
営
の
技

術
的
な
強
靭
性
に
も
つ
な

が
る
。
し
か
し
、

①
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に

参
加
す
る
と
、
酪
農
家
が
、

飼
料
生
産
を
外
部
化
す
る
こ

と
で
飼
料
生
産
の
技
術
・
知

識
が
低
下
し
、
飼
料
の
品
質

を
見
極
め
ら
れ
な
く
な
り
、

②
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
が
十

分
に
機
能
を
果
た
し
て
い
な

い
と
、
酪
農
家
は
セ
ン
タ
ー

の
品
質
の
悪
い
餌
を
使
い
続

け
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
自
身

も
そ
れ
を
改
善
す
る
力
が
な

く
、
そ
こ
に
悪
循
環
が
起
こ

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
が
「
外
部
化
の
罠
」
で

あ
る
。

本
来
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

は
、前
記
の
よ
う
に
、飼
料
用

作
物（
デ
ン
ト
コ
ー
ン
）を
独

自
に
生
産
し
、
利
用
す
る
こ

と
や
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
な
ど
の

有
効
利
用
に
よ
り
国
際
情
勢

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
良

質
で
安
価
な
Ｔ
Ｍ
Ｒ
飼
料
を

製
造
し
、
専
属
の
酪
農
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
各
牧
場
を
定

期
的
に
巡
回
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
牛
群
の
様
子
を
細
か
く
観

察
、
ま
た
飼
養
管
理
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
組
織
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
が
現
実
に
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
。
こ

の
デ
ー
タ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
事
情
を
聞
い

て
は
い
な
い
の
で
、
何
と
も

言
え
な
い
が
、一
般
的
に
は
、

外
部
化
す
れ
ば
効
率
化
さ
れ

て
コ
ス
ト
が
下
げ
ら
れ
る
、

と
い
う
の
は
理
想
だ
が
、
歯

車
が
狂
う
と
、
外
部
依
存
に

よ
っ
て
自
身
の
技
術
力
を
失

い
、
外
部
組
織
が
そ
れ
を
カ

バ
ー
す
る
力
を
持
た
ず
、
コ

ス
ト
高
の
悪
循
環
に
陥
る
可

能
性
を
よ
く
認
識
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

１７
年
に
北
海
道
で
有
能
な

酪
農
指
導
者
の
方
が
外
部
化

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
た
（
前
田
氏
ら
の
聴
き

取
り
調
査
）
。

「
端
的
な
例
と
し
て
、餌
を

食
べ
さ
せ
て
み
て
乳
が
思
う

よ
う
に
出
な
い
こ
と
か
ら
、

は
じ
め
て
餌
の
品
質
に
気
が

付
く
と
い
う
こ
と
が
良
く
起

こ
っ
て
い
る
。
こ
の
背
景
に

は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
飼
料
生
産
の
外
部
化
に
よ

り
、
個
別
酪
農
家
の
技
術
力

が
総
体
的
に
低
下
し
、
課
題

が
あ
っ
て
も
原
因
を
発
見
で

き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。外
部
化
は
、地
域
の
農
協

や
行
政
が
主
導
し
て
き
た
訳

だ
か
ら
、こ
う
し
た
状
況
は
、

農
協
等
の
地
域
支
援
組
織
が

カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
必
要
だ

が
、
指
導
で
き
る
技
術
者
が

育
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
悪

循
環
に
な
っ
て
い
る
。」

国
、
自
治
体
、
農
協
な
ど

が
強
力
に
推
進
し
て
き
た
外

部
化
事
業
の
目
玉
で
あ
る
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
苦
境
が
生

じ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
酪
農

家
に
奨
め
て
き
た
人
々
は
、

強
力
に
奨
め
て
酪
農
家
に
参

加
し
て
も
ら
っ
て
き
た
責
任

に
つ
い
て
、
誠
意
あ
る
対
応

が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

農
水
省
が
決
定
し
た
２２
年

度
農
林
水
産
関
係
予
算
概
算

要
求
の
う
ち
、
畜
産
・
酪
農

関
係
の
主
な
事
業
と
要
求
額

は
次
の
と
お
り
。
要
求
額
の

（

）
内
は
、
２１
年
度
当
初

予
算
額
。

▼
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金

３
３
２
０
億
円

（
３
０
５
０
億
円
）

水
田
で
の
麦
、
大
豆
、
米

粉
用
米
、
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ

Ｓ
用
稲
、
飼
料
作
物
等
の
戦

略
作
物
の
本
作
化
、
輸
出
等

の
新
市
場
開
拓
に
向
け
た
低

コ
ス
ト
生
産
の
取
り
組
み

（
水
田
農
業
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
）
、
高
収
益
作
物
へ
の

転
換
や
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
魅
力
的
な
産
地
づ
く
り

を
支
援
。

▼
畜
産
生
産
体
制
の
強
化

畜
産
生
産
力
・
生
産
体
制

強
化
対
策
事
業
１７
億
円
の
内

数
（
９
億
円
の
内
数
）
・
公

共
牧
場
機
能
強
化
等
体
制
整

備
事
業
１
億
円
（
１
億
円
）

家
畜
の
増
頭
を
支
え
る
改

良
・
増
殖
、
繁
殖
肥
育
一
貫

経
営
の
育
成
等
に
よ
る
繁
殖

基
盤
の
強
化
、
和
牛
の
信
頼

確
保
の
た
め
の
遺
伝
子
型
の

検
査
、
公
共
牧
場
等
の
施
設

・
機
械
の
整
備
等
を
支
援
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
畜
産
経
営

体
の
生
産
性
の
向
上

１３
億

円
（
１３
億
円
）

酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
の

労
働
負
担
の
軽
減
・
省
力
化

に
資
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
、
Ⅰ
ｏ
Ｔ
（
モ

ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
等

の
先
端
技
術
の
導
入
、
高
度

か
つ
総
合
的
な
経
営
改
善
に

向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
畜
産

農
家
に
提
供
す
る
た
め
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
支

援
。▼

畜
産
・
酪
農
に
お
け
る

環
境
負
荷
軽
減
の
取
り
組
み

の
推
進

環
境
負
荷
軽
減
型

持
続
的
生
産
支
援
事
業
７３
億

円
（
６０
億
円
）
・
畜
産
高
品

質
堆
肥
生
産
流
通
促
進
支
援

事
業
１
億
円
（
－
）
・
農
山

漁
村
地
域
整
備
交
付
金
９
４

０
億
円
の
内
数
（
８
０
７
億

円
の
内
数
）
・
飼
料
流
通
合

理
化
事
業
２
億
円
（
－
）

酪
農
家
や
肉
用
牛
農
家
が

行
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

等
の
取
り
組
み
、
高
品
質
堆

肥
の
生
産
・
広
域
流
通
の
促

進
、
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施

設
の
機
能
の
強
化
、
飼
料
輸

送
の
効
率
化
・
標
準
化
等
の

実
証
等
の
取
り
組
み
等
を
支

援
。▼

国
産
飼
料
の
生
産
拡
大

環
境
負
荷
軽
減
型
持
続
的

生
産
支
援
事
業
７３
億
円
（
６０

億
円
）
・
畜
産
生
産
力
・
生

産
体
制
強
化
対
策
事
業
１７
億

円
の
内
数（
９
億
円
の
内
数
）

水
田
を
活
用
し
た
青
刈
り

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
生
産
拡

大
、
飼
料
生
産
組
織
の
強
化

や
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等

の
生
産
利
用
体
系
の
構
築
、

国
産
飼
料
の
増
産
・
安
定
確

保
に
向
け
た
種
子
の
備
蓄
等

の
取
り
組
み
、
放
牧
・
未
利

用
資
源
飼
料
の
活
用
促
進
等

に
向
け
た
取
り
組
み
等
を
支

援
。▼

草
地
関
連
基
盤
整
備

〈
公
共
〉

３
９
４
６
億
円

の
内
数
（
３
３
３
３
億
円
の

内
数
）

畜
産
経
営
規
模
の
拡
大
や

畜
産
主
産
地
の
形
成
に
資
す

る
飼
料
生
産
の
基
盤
整
備
等

を
推
進
。

▼
家
畜
・
食
肉
の
流
通
体

制
の
強
化

４６
億
円
（
２５
億

円
）食

肉
流
通
の
安
定
と
輸
出

の
拡
大
を
図
る
た
め
、
畜
産

農
家
・
食
肉
処
理
施
設
・
食

肉
流
通
事
業
者
の
３
者
で
組

織
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
共
同
事
業
体
）
が
取
り
組

む
、
畜
産
物
の
流
通
構
造
の

高
度
化
等
に
必
要
な
施
設
の

整
備
等
を
支
援
。

家
畜
市
場
で
の
密
集
状
態

の
防
止
に
資
す
る
機
器
の
導

入
等
を
支
援
。

▼
畜
産
・
酪
農
経
営
安
定

対
策

（
所
要
額
）
２
２
９

７
億
円
（
２
２
９
６
億
円
）

意
欲
あ
る
生
産
者
が
経
営

の
継
続
・
発
展
に
取
り
組
め

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

畜
種
ご
と
の
特
性
に
応
じ

て
、
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定

交
付
金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）
、

肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚

マ
ル
キ
ン
）
、
加
工
原
料
乳

生
産
者
補
給
金
等
に
よ
り
、

畜
産
・
酪
農
経
営
の
安
定
を

支
援
。

根釧地域マイペース酪農と JA平均との経営指標比較（２０２０年、単位 : 戸、頭、t、万円、%、㎏）
戸数 経産牛 出荷乳量 乳代 個体販売 その他 収入合計 飼料代 肥料代 利息 その他 支出合計

マイペース ９戸 ４１頭 ２６６t ２，７９８ ５２９ ３７５ ３，７０２ ４８６ １１６ ６ １，３４１ １，９４８

ＪＡ ４６３戸 ８８頭 ７５９t ８，０３０ １，０１６ ９８０１０，０２６ ２，９８８ ２９６ ４５ ４，２０７ ７，５３６

TMRセンター ４２戸 １１０頭 １，０８７t１１，５０３ １，４３５ ２，０２９１４，９６８ ６，９１８ ２２３ ９２ ５，９７５１３，２０８

TMR除くＪＡ ４２１戸 ８５頭 ７２６t ７，６８３ ９７５ ８７５ ９，５３３ ２，５９６ ３０３ ４０ ４，０３１ ６，９７０

戸数 経産牛 農業所得 所得率 乳代所得率 資金返済 返済後所得 乳飼比 １頭当乳量 平均産次数

マイペース ９戸 ４１頭 １，７５４４７．４% ３０．４% １５２ １，６０２１７．４% ６，４８８ ３．５

ＪＡ ４６３戸 ８８頭 ２，４９０２４．８% ５．６% ６４７ １，５３５３７．２% ８，６７７

TMRセンター ４２戸 １１０頭 １，７６０１１．７% -１４．０％ ９５２ ８０８６０．１% ９，８８２

TMR除くＪＡ ４２１戸 ８５頭 ２，５６３２６．９% ９．８% ６１６ １，９４７３３．８% ８，５４１

食
料
・
農
業

知
っ
て
お
き
た
い
話

第
１０１
回

２２
年
度
農
水
予
算
概
算
要
求
の
概
要（
畜
産
・
酪

農
関
係

）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠罠
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏
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農
水
省
は
、
３０
年
度
食
料

自
給
率
目
標
の
前
提
と
し
て

設
定
さ
れ
た
主
要
１５
品
目
の

「
生
産
努
力
目
標
」
に
つ
い

て
、
２０
年
度
の
達
成
状
況
を

ま
と
め
、
８
月
２５
日
、
公
表

し
た
。
生
産
努
力
目
標
を
達

成
し
た
の
は
、
米
、
テ
ン
サ

イ
及
び
豚
肉
の
３
品
目
の
み

だ
っ
た
（
表
）
。
生
産
性
の

向
上
等
に
よ
り
、
増
産
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
（
２０
年
３
月
策
定
）
で

は
、
食
料
自
給
率
の
目
標
達

成
に
向
け
て
、
３０
年
度
に
お

け
る
食
料
消
費
の
見
通
し
及

び
生
産
努
力
目
標
（
以
下
、

目
標
）
、
克
服
す
べ
き
課
題

を
主
要
品
目
ご
と
に
示
し
て

い
る
。
需
要
が
減
少
し
て
い

る
米
以
外
の
品
目
は
、
増
産

を
目
指
す
。

小
麦
の
１０
㌃
当
た
り
収
量

は
平
年
を
上
回
っ
た
も
の

の
、
生
産
量
は
、
特
に
作
柄

が
良
か
っ
た
前
年
度
よ
り
９

万
㌧
減
り
、９５
万
㌧
だ
っ
た
。

目
標
比
は
前
年
度
の
９６
・
３

％
か
ら
８８
・
０
％
に
低
下
し

た
。大

豆
の
生
産
量
は
、
前
年

度
と
同
じ
２２
万
㌧
だ
っ
た
。

１０
㌃
当
た
り
収
量
は
前
年
度

を
１
％
上
回
っ
た
も
の
の
、

作
付
面
積
が
１
％
減
少
し
た

こ
と
が
影
響
し
た
。目
標
は
、

国
内
産
の
需
要
拡
大
等
を
見

込
み
、
３４
万
㌧
に
設
定
し
て

い
る
。
目
標
の
６４
・
７
％
に

と
ど
ま
り
、
隔
た
り
が
大
き

い
。

サ
ツ
マ
イ
モ（
か
ん
し
ょ
）

は
、
前
年
度
比
６
万
㌧
減
の

６９
万
㌧
で
目
標
比
８０
・
２
％
。

作
付
面
積
の
減
少
（
３
％
）

に
加
え
、
主
産
地
の
九
州
で

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
拡
大

が
あ
っ
た
。

野
菜
は
前
年
度
比
１２
万
㌧

減
の
１
１
４
７
万
㌧
で
、
目

標
比
８８
・
１
％
、
果
実
は
１

万
㌧
減
の
２
６
９
万
㌧
で
同

８７
・
３
％
だ
っ
た
。
生
産
者

の
高
齢
化
に
伴
う
作
付
面
積

の
減
少
等
に
よ
り
、
と
も
に

生
産
が
停
滞
し
て
い
る
。

米
（
米
粉
用
米
、
飼
料
用

米
を
除
く
）
は
前
年
度
並
み

の
７
７
３
万
㌧
で
、
目
標
比

１
０
６
・
９
％
と
な
っ
て
い

る
。
主
に
北
海
道
で
生
産
さ

れ
て
い
る
テ
ン
サ
イ
は
２
年

連
続
の
豊
作
で
、
目
標
比
１

０
６
・
３
％
だ
っ
た
。

畜
産
物
で
は
、
鶏
卵
以
外

の
生
産
量
が
前
年
度
を
上
回

っ
た
。
生
乳
は
目
標
比
９５
・

３
％
、豚
肉
は
同
１
０
０
％
。

牛
肉
の
基
準
年
度（
１８
年
度
）

の
生
産
量
は
４８
万
㌧
（
枝
肉

換
算
）
だ
っ
た
が
、
輸
出
促

進
に
よ
る
需
要
拡
大
等
を
見

込
み
、
目
標
を
５７
万
㌧
に
設

定
し
て
い
る
。
２０
年
度
は
前

年
度
比
１
万
㌧
増
の
４８
万
㌧

に
と
ど
ま
り
、
目
標
比
８４
・

２
％
と
依
然
隔
た
り
が
あ

る
。

農
水
省
は
８
月
３１
日
、
２０

年
度
の
日
本
型
直
接
支
払
制

度
（
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
、
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
）
の
実

施
状
況
を
公
表
し
た
。
こ
の

う
ち
、
環
境
保
全
型
農
業
直

接
支
払
交
付
金
の
実
施
面
積

は
、
前
年
度
に
比
べ
９
５
０

㌶
（
１
・
２
％
）
増
加
し
て

い
る
。

同
交
付
金
は
、
農
業
者
の

組
織
す
る
団
体
等
が
化
学
肥

料
・
化
学
合
成
農
薬
の
使
用

を
原
則
５
割
以
上
低
減
す
る

取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
行

う
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
生

物
多
様
性
（
様
々
な
生
物
の

つ
な
が
り
）
保
全
等
に
効
果

の
高
い
営
農
活
動
を
支
援
す

る
。支

援
対
象
活
動
と
し
て
、

全
国
共
通
の
取
り
組
み
の
ほ

か
、
地
域
の
環
境
や
農
業
の

実
態
な
ど
を
勘
案
し
た
上

で
、
地
域
を
限
定
し
て
支
援

の
対
象
と
す
る
「
地
域
特
認

た
ん
す
い

取
組
」
｛
冬
期
湛
水
管
理
、

Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
病
害
虫
・

雑
草
管
理
）
、
炭
の
投
入
な

ど
｝
を
設
定
し
て
い
る
。

２０
年
度
の
実
施
市
町
村
数

は
８
４
１
で
、
全
市
町
村
の

４９
・
０
％
（
２
・
６
㌽
減
）

と
な
っ
て
い
る
。
実
施
件
数

は
３
１
５
５
、
実
施
面
積
は

８
万
７
８
９
㌶
。１８
年
度
は
、

複
数
取
組
支
援
の
廃
止
や
天

候
不
順
等
に
よ
り
、
実
施
面

積
が
減
少
し
た
が
、
１９
年
度

か
ら
は
２
年
連
続
で
増
加
し

て
い
る
。

実
施
面
積
を
支
援
対
象
取

組
別
に
み
る
と
、
「
地
域
特

認
取
組
」
が
２
万
５
９
５
９

㌶
と
最
も
多
く
、次
い
で「
堆

肥
の
施
用
」
１
万
９
１
２
７

㌶
、「
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ（
緑

肥
）
」
１
万
８
５
９
６
㌶
、

「
有
機
農
業
」
１
万
９
８
６

㌶
の
順
（
表
）
。

作
物
区
分
別
に
み
る
と
、

水
稲
が
５
万
５
６
７
９
㌶

（
全
体
の
６９
％
）
と
最
も
多

く
、
次
い
で
麦
・
豆
類
１
万

２
３
６
㌶
（
１３
％
）
、
花
き

・
そ
の
他
７
１
９
１
㌶
（
９

％
）
、
イ
モ
・
野
菜
類
５
９

８
６
㌶
（
７
％
）
、
果
樹
・

茶
１
６
９
７
㌶
（
２
％
）
の

順
。地

域
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
み
る

と
、
東
北
が
２
万
５
２
５
㌶

（
全
体
の
２５
％
）
と
最
も
多

く
、
次
い
で
北
海
道
１
万
８

９
１
０
㌶
（
２３
％
）
、
近
畿

１
万
５
８
９
４
㌶（
２０
％
）、

北
陸
７
９
９
１
㌶
（
１０
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。

同
省
は
２２
年
度
農
林
水
産

関
係
予
算
概
算
要
求
で
、
同

交
付
金
に
２１
年
度
当
初
予
算

比
４
億
円
増
の
２９
億
円
を
計

上
し
て
い
る
。

長
野
県
で
は
戦
後
、
ほ
ぼ

全
域
で
緊
急
開
拓
事
業
が
行

わ
れ
た
。
１
９
４
５
（
昭
和

２０
）年
か
ら
６４
年
に
か
け
て
、

４
９
０
地
区
に
６
２
１
９
戸

が
入
植
し
た
（
「
開
拓
二
十

年
史
」
６６
年
発
行
）
。

県
の
北
東
に
位
置
し
、
群

馬
県
と
接
す
る
上
高
井
郡
高

山
村
は
人
口
が
約
６
４
０
０

人
で
、
果
樹
を
中
心
と
し
た

農
業
と
温
泉
な
ど
の
観
光
の

村
。
戦
前
、
標
高
７
５
０
〜

８
０
０
㍍
の
高
冷
地
に
あ
る

福
井
原
地
区
は
未
開
墾
地
だ

っ
た
が
、
村
で
は
唯
一
の
戦

後
開
拓
地
と
な
っ
た
。

４６
年
５
月
、
地
元
農
家
の

二
、
三
男
や
海
外
引
揚
者
ら

１４
戸
が
入
植
し
た
。
赤
松
の

伐
採
跡
地
だ
っ
た
。
地
区
内

に
は
飲
料
水
が
な
く
、
１
㌔

ほ
ど
離
れ
た
水
源
か
ら
、
竹

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
何
と
か

引
水
し
た
。

入
植
当
初
は
不
自
由
な
幕

舎
生
活
だ
っ
た
。
入
植
者
は

山
菜
を
主
食
と
し
て
、
一
鍬

一
鍬
開
墾
し
た
。冬
期
間
は
、

炭
焼
き
、
山
仕
事
に
従
事
し

た
。
同
年
７
月
か
ら
翌
年
５

月
に
か
け
て
、
新
し
い
仲
間

が
入
っ
て
き
た
が
、
将
来
に

見
切
り
を
つ
け
て
離
農
す
る

者
も
多
か
っ
た
。

４８
年
、
入
植
者
全
員
の
住

居
が
完
成
し
、
電
気
も
導
入

さ
れ
た
。４９
年
、個
人
の
土
地

配
分
に
つ
い
て
協
議
し
、
一

戸
当
た
り
一
町
七
反
の
区
分

け
が
決
定
。
５３
年
に
は
簡
易

水
道
の
工
事
が
行
わ
れ
、
翌

年
完
了
し
、
飲
料
水
の
心
配

は
な
く
な
っ
た
。
営
農
形
態

は
、
陸
稲
、
大
豆
か
ら
バ
レ

イ
シ
ョ
、
野
菜

に
な
り
、
さ
ら

に
酪
農
主
体
へ

と
変
化
し
て
い

っ
た
。
８４
年
に

は
畑
五
町
歩
の

基
盤
整
備
と
農

道
の
舗
装
を
行

い
、
大
切
な
農

地
の
有
効
利
用
を
図
っ
た
。

開
拓
地
の
農
道
沿
い
に
、

開
拓
記
念
碑
が
あ
る
。
入
植

者
が
９３
（
平
成
５
）
年
８
月

に
建
立
し
た
も
の
で
、
碑
銘

は
「
開
拓
の
碑
」
。
裏
面
に

は
、
碑
文
と
入
植
者
及
び
福

井
原
二
世
会
の
氏
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。

碑
文
の
末
尾
に
は
、
「
未

開
の
松
林
を
切
り
拓
き
、
次

代
の
私
た
ち
に
永
遠
の
恵
を

与
え
て
く
れ
た
先
代
の
幾
多

の
苦
難
と
忍
耐
、
汗
と
努
力

に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
二
度
と
戦
争

を
し
な
い
決
意
を
こ
め
、
こ

こ
に
記
念
碑
を
建
立
し
て
、

そ
の
偉
大
な
功
績
を
後
世
に

語
り
継
ぐ
も
の
で
あ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
８
月
３１
日
の
閣
議

で
、
５
月
１１
日
〜
７
月
１４
日

の
梅
雨
前
線
の
停
滞
等
に
よ

る
豪
雨
被
害
を
激
甚
災
害
に

指
定
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。併

せ
て
適
用
措
置
が
指
定

さ
れ
、
農
地
・
農
業
用
施
設
、

林
道
の
災
害
復
旧
事
業
等
を

対
象
に
、
国
庫
補
助
率
の
嵩

上
げ
な
ど
、
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
特
別
の
財
政
援
助

等
が
実
施
さ
れ
る
。

ま
た
、
政
府
は
同
日
、
８

月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ

い
て
も
、
激
甚
災
害
に
指
定

す
る
見
込
み
に
な
っ
た
と
発

表
し
た
。

各
地
で
被
害
が
発
生
し

た
。
農
水
省
の
集
計
に
よ
る

と
、
７
月
１
日
か
ら
の
大
雨

に
よ
る
農
林
水
産
関
係
の
被

害
額
は
、
４１
都
府
県
で
４
３

０
億
９
千
万
円
に
上
っ
て
い

る
（
９
月
１
日
時
点
）
。

８
月
１１
日
か
ら
の
大
雨
に

よ
る
農
林
水
産
関
係
の
被
害

は
４０
道
府
県
に
及
び
、
被
害

額
は
６
９
５
億
１
千
万
円
と

な
っ
て
い
る
（
９
月
１３
日
時

点
）
。

そ
の
う
ち
、農
作
物
等（
２４

県
）
の
被
害
額
は
８３
億
４
千

万
円
、
農
地
・
農
業
用
施
設

関
係
（
３６
府
県
）
は
３
３
５

億
３
千
万
円
、林
野
関
係（
３１

道
府
県
）
は
２
７
３
億
７
千

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

開
拓
組
織
の
動
き

９
月
後
半
か
ら
１０
月
下
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

９
月

１６
日

薩
州
開
拓
農
協
第
１４

回
通
常
総
会

３０
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会

１０
月

１
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
）

５
日

同
説
明
会
（
九
州
地

区
）

１８
日

宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育

事
業
農
協
枝
肉
共
進
会

（
宮
崎
）

２２
日

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱

第
３２
期
定
時
株
主
総
会

（
熊
本
）

２６
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

理
事
会

全
開
連
理
事
会

２７
日

全
開
連
第
７３
回
通
常

総
会全

開
連
理
事
会
・
監

事
会

安
齋
正
充
さ
ん

元
全
国
開
拓
振
興
協
会
理

事
の
安
齋
正
充
さ
ん
が
８
月

２２
日
、
老
衰
の
た
め
亡
く
な

っ
た
。
９６
歳
。
告
別
式
は
、

福
島
県
郡
山
市
の
Ｊ
Ａ
郡
山

東
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
た
。

福
島
県
開
拓
振
興
協
会

（
１６
年
解
散
）
の
会
長
、
福

島
県
開
拓
者
連
盟
（
同
）
の

委
員
長
な
ど
を
務
め
た
。

支援対象取組別の実施面積
単位：ha

2020年度
増減比（％）

全
国
共
通
取
組

堆 肥 の 施 用 １９，１２７ ２４

カバークロップ １８，５９６ ２３

リビングマルチ ２，１９６ ３

草 生 栽 培 ６０ ０．１

不 耕 起 播 種 ２５９ ０．３

長 期 中 干 し ３，０４３ ４

秋 耕 ５６４ １

有 機 農 業 １０，９８６ １４

地 域 特 認 取 組 ２５，９５９ ３２

合 計 ８０，７８９ １００

生産努力目標と生産量の実績値
（万トン）

１８年度
基準

１９年度
実績

２０年度
実績①

３０年度
目標②

①/②
（％）

米 ７７５ ７７４ ７７３ ７２３ １０６．９

小麦 ７６ １０４ ９５ １０８ ８８．０

大豆 ２１ ２２ ２２ ３４ ６４．７

サツマイモ ８０ ７５ ６９ ８６ ８０．２

バレイショ ２２６ ２４０ ２２１ ２３９ ９２．５

野菜 １，１３１ １，１５９ １，１４７ １，３０２ ８８．１

果実 ２８３ ２７０ ２６９ ３０８ ８７．３

テンサイ ３６１ ３９９ ３９１ ３６８ １０６．３

サトウキビ １２０ １１７ １３４ １５３ ８７．６

生乳 ７２８ ７３６ ７４３ ７８０ ９５．３

牛肉 ４８ ４７ ４８ ５７ ８４．２

豚肉 １２８ １２９ １３１ １３１ １００．０

鶏肉 １６０ １６３ １６６ １７０ ９７．６

鶏卵 ２６３ ２６５ ２６０ ２６４ ９８．５

魚介類（食料） ３３５ ３１２ ３０１ ４７４ ６３．５
注）米は米粉用米、飼料用米を除く （農水省の資料から）

食
料
自
給
率
生
産
努
力
目
標
の
達
成
状
況

長野県高山村・福井原地区

２０
年
度

多
く
の
品
目
で
未
達

「開拓の碑」

梅
雨
被
害
を
激
甚
災
害
に

８
月
大
雨
も
指
定
見
込
み

２０
年
度
の
実
施
面
積
、２
年
連
続
増

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
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農
水
省
は
８
月
１１
日
、
２１

年
の
農
業
構
造
動
態
調
査

（
２
月
１
日
現
在
）
の
結
果

を
公
表
し
た
。
全
国
の
農
業

経
営
体
数
、
販
売
の
あ
っ
た

経
営
体
数
、
基
幹
的
農
業
従

事
者
数
す
べ
て
で
減
少
が
続

い
た
。
一
方
、
法
人
経
営
体

数
は
変
わ
ら
ず
増
加
傾
向
が

続
い
て
い
る
。

全
国
の
農
業
経
営
体
数
は

１
０
３
万
９
０
０
経
営
体

で
、
前
年
（
農
林
業
セ
ン
サ

ス
）
か
ら
４
万
４
８
０
０
経

営
体
（
４
・
２
％
）
減
少
し

た
。
う
ち
個
人
経
営
体
数
は

９９
万
１
４
０
０
経
営
体
で
前

年
か
ら
４
万
５
９
０
０
経
営

体
（
４
・
４
％
）
減
っ

た
。
一
方
、
法
人
経
営

体
数
は
３
万
１
６
０
０

経
営
体
で
、
前
年
か
ら

２
・
９
％
増
加
し
て
い

る
。経

営
体
数
を
地
域
別

に
み
る
と
、
関
東
・
東

山
が
２２
万
７
９
０
０
経

営
体
と
最
も
多
く
、
次

い
で
東
北
が
１８
万
５
千

経
営
体
、
九
州
が
１６
万

２
０
０
経
営
体
だ
っ

た
。
す
べ
て
の
地
域
で

減
少
し
て
お
り
、
東
海

が
１９
・
８
％
減
、
北
陸
が
１７

・
１
％
減
、
中
国
が
１４
・
９

％
減
と
、
減
少
率
が
高
い
。

農
業
経
営
組
織
別
に
経
営

体
数
を
み
る
と
、
販
売
の
あ

っ
た
経
営
体
数
は
、
９５
万
２

０
０
経
営
体
で
、
１０
・
３
％

減
少
し
た
。
う
ち
、
単
一
経

営
（
主
位
部
門
の
販
売
金
額

が
８
割
以
上
の
経
営
体
）
が

全
体
の
８１
・
５
％
で
、
８
・

１
㌽
減
少
し
た
。
業
種
別
に

み
る
と
、
果
樹
類
は
３
・
１

㌽
減
、
露
地
野
菜
は
６
・
０

㌽
減
、
施
設
野
菜
は
２
・
１

㌽
減
、
稲
作
は
１２
・
１
㌽
減
、

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

農
産
物
販
売
金
額
の
規
模

別
の
経
営
体
数
で
は
、
１
０

０
０
万
円
以
上
の
層
で
増
加

し
て
お
り
、
特
に
１
億
円
以

上
の
層
が
６
・
３
％
で
最
も

増
加
幅
が
大
き
か
っ
た
（
図

１
）
。
１
０
０
０
万
円
以
下

層
は
す
べ
て
で
減
少
し
て
い

る
。個

人
経
営
体
の
主
副
業
別

の
経
営
体
数
を
み
る
と
、
主

業
経
営
体
数
は
２２
万
２
４
０

０
経
営
体
で
、
前
年
（
同
セ

ン
サ
ス
）
と
比
べ
て
８
５
０

０
経
営
体
（
３
・
７
％
）
減

少
し
た
（
図
２
）
。
準
主
業

経
営
体
数
は
１３
万
５
８
０
０

経
営
体
で
６
７
０
０
経
営
体

（
４
・
７
％
）
減
、
副
業
経

営
体
数
は
６３
万
３
１
０
０
経

営
体
で
３
万
８
０
０
経
営
体

（
４
・
６
％
）
減
だ
っ
た
。

個
人
経
営
体
の
基
幹
的
農

業
従
事
者
（
仕
事
と
し
て
主

に
農
業
に
従
事
し
た
人
）
数

を
み
る
と
、
１
３
０
万
２
１

０
０
人
で
、
前
年
（
同
セ
ン

サ
ス
）
か
ら
６
万
９
０
０
人

（
４
・
５
％
）
減
少
し
た
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
４９
歳

以
下
が
０
・
１
％
減
少
し
て

お
り
、
７５
歳
以
上
が
全
体
の

３１
・
５
％
を
占
め
る
。
地
域

別
で
４９
歳
以
下
の
割
合
を
み

る
と
、
北
海
道
が
３０
・
１
％
、

九
州
が
１３
・
０
％
、
沖
縄
が

１１
・
６
％
と
高
か
っ
た
。

農
繁
期
を
迎
え
、
今
年
も

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

が
始
ま
っ
て
い
る
。
運
動
期

間
は
９
月
１
日
〜
１０
月
３１

日
。
今
年
も
テ
ー
マ
は
「
見

直
そ
う
！
農
業
機
械
作
業
の

安
全
対
策
」
で
、
依
然
と
し

て
事
故
の
大
部
分
を
占
め
る

農
業
機
械
で
の
事
故
へ
の
注

意
を
特
に
重
点
的
に
呼
び
か

け
る
。

◆
ト
ラ
ク
タ
ー
の
乗
用
時

に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

重
点
推
進
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
推
進
活
動
で
は
、
①
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
徹
底
②
作
業
機
を
付
け

た
状
態
で
公
道
を
走
る
時
の

灯
火
器
類
の
設
置
の
集
中
的

な
働
き
か
け
③
安
全
フ
レ
ー

ム
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
が

装
備
さ
れ
て
い
な
い
ト
ラ
ク

タ
ー
所
有
者
へ
の
追
加
装
備

・
買
い
替
え
の
働
き
か
け
―

な
ど
を
行
う
。

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
事
故

８
分
の
１
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
い
な
い
場
合
の
乗
用
型
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

（
１５
〜
１９
年
）
で
は
、
お
よ

そ
４
人
に
１
人
が
亡
く
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
着
用
し
て

い
る
場
合
に
は
ケ
ガ
を
し
て

も
軽
傷
が
８
割
以
上
と
な
っ

て
お
り
、
効
果
の
高
さ
が
う

か
が
え
る
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
な
い
場
合
と

比
べ
、
死
亡
事
故
の
割
合
は

８
分
の
１
だ
っ
た
。

事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
、
①
安
全
フ
レ
ー
ム
や
キ

ャ
ビ
ン
が
付
い
た
ト
ラ
ク
タ

ー
を
使
う
②
段
差
乗
り
越
え

を
行
う
時
な
ど
は
、
作
業
機

を
下
げ
て
バ
ラ
ン
ス
を
失
わ

な
い
よ
う
に
す
る
③
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
バ
ー
と
回

り
止
め
チ
ェ
ー
ン
を
付
け
る

―
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
と
な
る
。

◆
＋
（
プ
ラ
ス
）
安
全
等

積
極
的
に
取
り
組
み
を

①
農
作
業
安
全
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
な
ど
を
開
催
し
、
地
域

の
関
係
機
関
同
士
の
連
携
強

化
や
情
報
共
有
、
交
通
安
全

運
動
な
ど
と
の
連
携
②
生
産

者
が
参
加
す
る
会
議
、集
会
、

講
習
会
な
ど
で
農
作
業
安
全

の
話
題
を
取
り
上
げ
る
「
＋

（
プ
ラ
ス
）
安
全
」
の
実
施

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
広
報
誌
、
広
報

車
な
ど
を
用
い
た「
声
か
け
」

―
な
ど
を
行
う
。

◆
日
々
の
作
業
に
潜
む
危

険
を
認
識
す
る

農
水
省
が
８
月
２０
日
に
開

い
た
同
運
動
の
推
進
会
議
で

は
、
ハ
ウ
ス
の
整
備
中
の
事

故
や
サ
イ
ロ
で
の
作
業
事

故
、
園
芸
施
設
内
で
の
熱
中

症
の
事
例
、
既
存
施
設
の
改

善
な
ど
の
事
例
が
報
告
さ
れ

た
。
事
例
報
告
を
通
じ
、
高

所
作
業
の
危
険
性
の
認
識
や

対
策
が
不
十
分
な
傾
向
が
み

ら
れ
、
営
農
施
設
の
条
件
が

事
故
に
つ
な
が
る
場
合
が
多

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

タ
キ
イ
種
苗
は
８
月
１９

日
、
「
２
０
２
１
年
度
野
菜

と
家
庭
菜
園
に
関
す
る
調

査
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

調
査
対
象
は
全
国
の
２０
歳
以

上
の
男
女
６
０
０
人
。
コ
ロ

ナ
禍
２
年
目
で
家
庭
菜
園
を

始
め
た
人
は
約
３
割
に
上

り
、
初
め
て
作
っ
た
・
作
っ

た
こ
と
が
あ
る
野
菜
の
い
ず

れ
も
ト
マ
ト
が
最
も
高
か
っ

た
。
ま
た
、
大
人
・
子
供
と

も
に
好
き
な
野
菜
で
も
ト
マ

ト
が
最
も
高
か
っ
た
。

現
在
家
庭
菜
園
を
実
施
し

て
い
る
人
（
１
４
８
人
）
の

う
ち
「
コ
ロ
ナ
禍
２
年
目
で

家
庭
菜
園
を
始
め
た
」
は
２７

・
７
％
だ
っ
た
。

「
家
庭
菜
園
で
初
め
て
作

っ
た
野
菜
（
２
８
０
人
）
」

は
、
ト
マ
ト
が
５２
・
５
％
と

最
も
多
く
、
キ
ュ
ウ
リ
が
２２

・
１
％
、
ナ
ス
が
１６
・
１
％

と
続
い
た
。
「
家
庭
菜
園
で

作
っ
た
こ
と
が
あ
る
野
菜

（
同
）
」
で
は
、
ト
マ
ト
が

８２
・
１
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
キ
ュ
ウ
リ
が
５６
・
４
％
、

ナ
ス
が
５１
・
８
％
だ
っ
た
。

「
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作

っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
」
は

図
の
と
お
り
。
生
産
者
等
の

す
ご
さ
を
感
じ
た
人
が
約
９

割
と
最
も
高
く
な
っ
て
い

る
。「

野
菜
を
食
べ
る
時
、
購

入
時
に
重
視
す
る
こ
と
（
全

体
、
５
つ
ま
で
回
答
）」は
、

「
新
鮮
で
あ
る
こ
と
」
が
７１

・
５
％
で
最
も
高
く
、
「
価

格
の
安
さ
」
が
６２
・
８
％
、

「
味
の
お
い
し
さ
」
が
５７
・

２
％
と
続
い
た
。

性
年
代
別
に
み
る
と
、「
新

鮮
で
あ
る
こ
と
」
は
６０
代
男

性
が
８７
・
５
％
、
６０
代
女
性

が
８５
・
０
％
で
、
男
女
と
も

６０
代
が
最
も
高
く
、
年
代
が

上
が
る
ほ
ど
高
か
っ
た
。「
価

格
の
安
さ
」
は
男
性
は
３０
代

が
７３
・
８
％
、
女
性
は
２０
代

が
８１
・
５
％
で
最
も
高
い
。

「
味
の
お
い
し
さ
」は
、
３０
代

男
性
が
６３
・
１
％
、
３０
代
女

性
が
６４
・
３
％
で
、
男
女
と

も
３０
代
が
最
も
高
か
っ
た
。

「
野
菜
が
好
き
か（
全
体
）」

で
は「
大
好
き
」４１
・
２
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き
」

４９
・
２
％
、
合
わ
せ
て
「
好

き
」
が
約
９
割
だ
っ
た
。

大
人
の
「
好
き
な
野
菜

（
同
、
複
数
回
答
）
」
は
、

ト
マ
ト
が
７５
・
０
％
で
最
も

高
く
、
次
い
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ

（
バ
レ
イ
シ
ョ
）
が
７４
・
２

％
、
タ
マ
ネ
ギ
が
７２
・
８
％

だ
っ
た
。
０
〜
１２
歳
の
子
ど

も
が
い
る
人
の
「
子
ど
も
が

好
き
な
野
菜
（
１
９
１
人
、

同
）
」
で
は
、
ト
マ
ト
が
５６

・
５
％
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
５４

・
５
％
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
５２

・
４
％
の
順
で
高
い
。

家
庭
菜
園
・
人
気
の
野
菜

と
も
、
ト
マ
ト
が
最
も
高

い
。
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
食

べ
る
こ
と
が
で
き
、
栄
養
価

が
高
い
こ
と
が
支
持
の
理
由

と
み
ら
れ
る
。

農
水
省
が
８
月
１８
日
に
公

表
し
た
２１
年
産
の
「
一
番
茶

の
摘
採
面
積
、
生
葉
収
穫
量

及
び
荒
茶
生
産
量
（
主
産

県
）
」
に
よ
る
と
、
摘
採
面

積
・
生
葉
収
穫
量
は
と
も
に

減
少
し
た
。

主
産
県
（
５
府
県
）
の
生

葉
収
穫
量
は
前
年
か
ら
２
０

０
０
㌧
（
２
％
）
減
少
し
、

１０
万
６
１
０
０
㌧
だ
っ
た
。

４
月
の
低
温
で
新
芽
の
伸
長

が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が

影
響
し
た
。
荒
茶
生
産
量
は

前
年
産
並
み
を
維
持
し
、
２

万
１
１
０
０
㌧
と
な
っ
た
。

摘
採
面
積
は
９
０
０
㌶

（
３
％
）
減
の
２
万
５
３
０

０
㌶
だ
っ
た
。
生
産
者
の
高

齢
化
に
よ
る
廃
園
や
、
近
年

の
価
格
低
下
が
影
響
し
た
。

県
別
で
は
、
生
葉
収
穫
量

は
静
岡
が
４
万
８
千
㌧
（
３

％
増
）
で
最
も
多
く
、
次
い

で
鹿
児
島
が
４
万
１
２
０
０

㌧
（
４
％
減
）
、
三
重
が
１

万
㌧
（
６
％
減
）
な
ど
。
荒

茶
生
産
量
も
同
じ
順
で
、
静

岡
が
９
６
８
０
㌧
（
３
％

増
）
、
鹿
児
島
が
７
９
５
０

㌧
（
１
％
減
）
、
三
重
が
１

９
８
０
㌧
（
５
％
減
）
。

静
岡
の
生
葉
収
穫
・
荒
茶

生
産
量
、１０
ａ
当
た
り
収
量
、

鹿
児
島
の
摘
採
面
積
以
外
の

全
て
で
減
少
し
て
い
る
。

荒
茶
生
産
量
、前
年
産
並
み

２１年産
一番茶

個
人
経
営
体
４
万
６
千
減
少

個
人
経
営
体
４
万
６
千
減
少

摘
採
面
積
は
３
％
減

２１
年
農
業
構
造
動
態
調
査

コ
ロ
ナ
禍
約
３
割
が
家
庭
菜
園
開
始

ト
マ
ト
５
割
超
で
人
気
ト
ッ
プ

秋
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
ス
タ
ー
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
乗
用
時
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
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農研機構は、ハウス栽培で生産者自
身が安価で簡便なシステムを構築で
き、離れた場所からでも簡単にハウス
内の状況が確認できる「通い農業支援
システム」を開発した。
同システムは、安価に、かつ、簡単
に製作でき、スマートフォンで気軽に
ハウス内の状況を確認できる。製作方
法などをマニュアルとして取りまと
め、ホームページ上で公開した。
専門的な知識や技能を必要とせず、
スマートフォンやパソコンを操作でき
るなど一定の知識があれば、マニュア
ルの手順に従うことで簡単に利用でき

る。システムのイメージは図のとおり。
ハウスに設置した通信機能付きマイ
コンで温度などの情報を取得し、小型
パソコンで収集したデータをスマート
フォンが通知する仕組み。スマートフ
ォン向けのメッセージアプリに通知す
ることができるため、専用のアプリケ
ーションを使う必要は無い。
ハウスの温度、湿度、土壌水分を定
期的にスマートフォンで気軽に確認で
き、最高・最低温度や平均温度などの
管理作業に必要な情報、グラフによる
履歴の確認も可能。取得したデータの
定期的な通知のほか、栽培上の異常値

が発生した時に警報通知を行うプログ
ラムも作成できる。
同マニュアルには、ハウス１棟から
６棟でのコストが試算されている。マ
イコンと温度センサを１組製作する場
合、材料費約４千円。温度センサを１つ
設置した時の１棟分のハウス遠隔監視
システム一式の材料費は約２万円程度
で、市販のハウス遠隔監視システムよ

り非常に低価格に抑えることが可能。
同システムによるハウスの遠隔監視
を導入することで、見回りなどの管理
作業を省力化することができる。災害
からの営農再開地域のみでなく、労働
力の確保や担い手不足に悩む地域の生
産者が営農を継続する助けとなること
や、日頃からの見回り時間の削減に役
立つことが期待される。

農水省は８月３１日、「２０年産指定野
菜（秋冬野菜等）及び指定野菜に準ず
る野菜の作付面積、収穫量及び出荷量」
を公表した。作付面積の減少傾向が続
き、収穫量も減少している品目が多い。
【指定野菜】
①秋冬野菜：８品目全体の作付面積
は８万９５００ha で、前年産に比べ１７００
ha（２％）減と減少傾向が続いている。
収穫量は２９０万２０００ｔで、１万９０００ｔ
（１％）減少したが、出荷量は２３７万１０００
ｔで前年産並みだった。
収穫量を品目別にみると、６品目で
減少している。秋植えバレイショと秋

冬ネギがともに７％減で、最も減少幅
が大きい。秋植えバレイショの作付面
積は、生産者の高齢化による作付け中
止や他野菜への転換があり、４％減少
した。秋冬ネギは、作付面積が２％減
少したことに加えて、千葉県、埼玉県
などで、７月の多雨の影響により病害
が発生した。
一方、秋冬ハクサイは６％増えてい
る。作付面積は前年産並みだが、おお
むね天候にも恵まれたことから、１０ａ
当たり収量は前年産を６％上回った。
②ホウレンソウ：作付面積は１万

９６００ha で、前年産に比べ３００ha（２％）

減少。収穫量は２１万３９００ｔ、出荷量は
１８万２７００ｔで、それぞれ３９００ｔ（２％）、
２２００ｔ（１％）減少した。１０ａ当たり収
量は１０９０kgで、前年産並みだった。
【指定野菜に準ずる野菜】
２７品目全体の作付面積は１４万８１００
ha で、前年産に比べ１９００ha（１％）減
少。収穫量は２２７万４０００ｔ、出荷量は１９４
万５０００ｔで、それぞれ４万１０００ｔ
（２％）、３万ｔ（２％）減少した。
収穫量を品目別にみると、１６品目で
減少している。作付面積１０００ha 以上の
品目のうち、カブとゴボウがともに
７％減で、最も減少幅が大きい。カブ
の１０ａ当たり収量は前年産を６％下回
った。千葉県で前年の台風により茎葉
の損傷が発生し、肥大が抑制されたこ
と等による。ゴボウの作付面積は、生

産者の高齢化による作付け中止があ
り、３％減少した。
一方、ソラマメは９％増、コマツナは
６％増だった。ソラマメは、おおむね
天候に恵まれ、発育が良好だった。コ
マツナの作付面積は、茨城県などで他
野菜からの転換があり、３％増加した。

農水省は８月２７日、２０年地球温暖化
影響調査レポートを公表した。都道府
県の協力を得て、地球温暖化の影響と
考えられる農業生産現場における高温
障害等の影響、その適応策などについ
て報告のあった内容を取りまとめた。
年平均気温は全国的にかなり高く、７
月は東・西日本で記録的な大雨と日照
不足（寡照）となった。各地で作物の
生育不良や病害などが発生した。
ブドウ：高温・寡照の影響として、
着色不良・着色遅延の報告が２０県から
あり、最も多かった。特に、夜温が高
く気温の日較差が小さかったことが原
因として報告された。また、豪雨が発
生するなど夏の降水が多く、裂果の報
告が増加した（６県）。適応策として、
着色・品質向上のため環状剥皮処理（剥
皮した箇所より上の位置で光合成物質
を循環させる）や、着色優良品種及び

着色を気にしなくてよい白・黄緑色系
品種の導入が行われている。
リンゴ：高温・寡照による着色不良
・着色遅延が１０県、果実肥大期から収
穫期の高温・少雨による「日焼け果」
が７県から報告があった。夏から秋に
かけては、特に北日本・東日本で気温
が高く推移し、報告数もやや多くなっ
た。着色不良・着色遅延の対策として、
着色優良品種の導入が行われている。
温州ミカン：果実肥大期から収穫期
の高温・多雨による「浮皮」の発生、
同時期の高温・強日射による「日焼け
果」の報告がともに９県と多かった。
着色不良・着色遅延の報告は減少した
（２県のみ）。適応策として、前年に
引き続き、着色・品質向上のためのマ
ルチ栽培や、浮皮防止のための植物成
長調整剤の活用などが行われている。
トマト：着花・着果不良、不良果、

生育不良などの報告があり、前年と
比べて各現象の報告数が増加してお
り、年間を通して高温の影響が発生
している状況。適応策としては、遮
光が最も多く報告があり、影響発生
の原因として報告された高温・強日
射を回避するための対策が行われて
いる。
イチゴ：花芽分化期の高温による
「花芽分化の遅れ」の報告が１５県か
らあり、１２年と並んで過去（１１年以
降）最も多い報告数となった。次い
で「病害の多発」、「虫害の多発」
が多く、高温・乾燥により害虫の加
害期間が長期化しているとの報告が
あった。花芽分化の安定のための対
策として、クラウン部の冷却、育苗
期の屋根散水、培地の昇温抑制など
の適応策が報告されている。
このほか、茶では、高温・少雨の
影響として、生育障害・生育不良が
５県、凍霜害、発芽・開花期の前進
・遅延がともに４県から報告されて
いる。

トラクターを含む特殊車両の盗難被
害が各地で出ている。営農に欠かせな
い、生産者にとって重要な資産である
ため、盗難対策に努めたい。
盗難の多くは田んぼや畑で発生して
いる。ほ場に放置せず、倉庫に入れ、
カギをかけ、防犯警報器などを設置す
る。また、敷地の出入り口などの通路
にトラックなどを置き、侵入を防止す
る。裏口通路も対策を行う。
盗まれているトラクターの多くはカ
ギがかかっていなかった。エンジンキ
ーは車体に置いたままにせず、必ず持
ち帰る。ハンドルロック・タイヤロッ
クなどの盗難防止用品や、エンジン起
動にパスワードが必要な機能などの使
用も有効。
トラクターにステッカーなど目印を
付ける。盗難に遭った場合には、速や
かに警察や加入している共済組合など
に届けられるよう、車体番号や型番な
どを記録しておくことが重要となる。

通い農業支援システムのイメージ

安価・簡単にハウスの状態確認
スマホで「通い農業支援システム」

農研機構の資料から

作付面積の減少傾向続く
２０年産秋冬野菜等の統計調査

トラクター盗難に注意
各地で作物の高温障害など発生 カギかけ、倉庫にしまい防止

２０年 地球温暖化影響調査レポート
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近年、飼料価格の上昇や
環境対策など、養豚業の収
益向上に厳しい要因が増え
ている。
山梨県畜産酪農技術セン
ターは肥育豚にファインバ
ブル（球径１００μｍ以下の
泡、以下「ＦＢ」）水の給
与試験を実施し、肥育日数
の短縮や肉質の向上に役立
てることができることを示した。
□方法
試験には、全期間を通して水道水を
自由飲水する「対照区」に５頭、肥育
前期に水道水、後期にはＦＢ水を自由
飲水する「水～ＦＢ区」に５頭、全期
間を通してＦＢ水を自由飲水する「Ｆ

Ｂ区」に５頭、それぞれ雌３頭・去勢
２頭ずつを配置した。試験期間は１８年
１１月１９日～１９年３月１２日とした。
期間中の飼料は、市販配合飼料（肥
育前期：ＴＤＮ７８％以上・ＣＰ１６．０％
以上、肥育後期：ＴＤＮ７８％以上・Ｃ
Ｐ１２．０％以上）を不断給餌で与えた。

調査項目は枝肉・発育・肉質成績、
飲水量の４項目とした。
□結果
肥育開始から出荷までの一日平均増
体重は、対照区と比べて水～ＦＢ区、
ＦＢ区で高い傾向がみられた。また、
平均肥育日数も水～ＦＢ区で有意に短
く、ＦＢ区でも短い傾向がみられた
（図）。枝肉成績では、対照区の枝肉
重量が７５.９±２.８㎏だったのに対し、水
～ＦＢ区は７７.４±０.９㎏、ＦＢ区は７８.３
±２.２㎏で、対照区を上回った。
肉質成績は表のとおり。ドリップロ
スがＦＢ水を給与した２区で有意に減
少するなど、肉質の改善が認められ
た。
以上のことから、肥育豚にファイン

バブル水を給与すると、一日平均増体
重が増加し、肥育日数が短縮できるこ
とや、ドリップロスの減少など肉質を
向上させることが示された。
同センターは、ファインバブル水給
与による成績向上の理由を、ファイン
バブルが持つ高い気体溶解効果や帯電
特性等が、豚の生体内で良い方向に働
いたのではないかと推測している。
また、同試験で使用したファインバ
ブル発生装置は大型のため１５０万円程
度の費用を要したが、製造の仕組みや
仕様によっては、水タンクに直接装置
を入れたり、水道水の蛇口に取り付け
てＦＢ水を出すタイプの製品なども市
販されているので、より安価で製造す
ることは可能とみられる。

近年、輸入穀物価格の高止まりなど
により、飼料費が増加し収益性が悪化
している。輸入飼料に依存した営農か
らの転換のため、国産の食品残さを飼
料化したエコフィードの利用が注目さ
れている。
愛媛県農林水産研究所畜産研究セン
ターは、ジュースなどに加工する際に
出るユズの搾汁残さをサイ
レージ化して乳牛に給与
し、泌乳成績を維持できる
ことを実証した。
●方法
ユズの搾汁残さは栄養価が高く、種
子は特に栄養価が高いが、外の皮が固
いため消化性が低い。また、残さの発
生時期が同県では１０～１２月上旬と短期
間であるため、利用するにはサイレー
ジ化する必要がある。しかし、ミカン
などに比べ果実の皮が厚いことから、
調整時に空気が混ざり、カビなどが生

えやすい。
そこで同センター
は、サイレージ調製
時に繊維分解酵素入
りの乳酸菌資剤とビ
ートパルプを混ぜ、
３・６・１２ヵ月間貯蔵。同場のホルスタ
イン種の泌乳前期牛及び後期牛の各６

頭を供試。市販配合飼料の一部（泌乳前
期牛２㎏／日、後期牛３㎏／日）をユズ
残さサイレージ（以下、ユズ残さＳ）
で代替した場合の泌乳成績への影響を
調べた。試験期間は、泌乳前期が１６年
７～８月、後期を１８年２～３月とした。
●結果
ユズ残さＳの発酵品質などを調査し

たところ、１２ヵ月貯蔵したものにも
カビや酪酸発酵の発生は認められな

かった。試験結果の概要
は表のとおり。体重・乾
物摂取量及び泌乳成績に
有意な差はなかった。
以上のことから、ユズ

残さＳの泌乳牛への利用は、給与飼
料全体の栄養バランスを整えること
により、市販配合飼料との一部代替
が可能であることが示された。
同センターは、ユズ残さＳの実用
化に向けては、利用農家の収益向上
につながる良質で安価な飼料供給体
制の構築が必要であるとしている。

近年、乳牛は大型化して泌
乳量が増加しているが、暑熱
や乳量増加等によるストレス
が懸念されている。
静岡県畜産技術研究所は、
夏季から秋季にかけての乳牛
の暑熱ストレスなどへの対応
として、緑茶のカテキン、テ
アニンなどの抗ストレス物質
の成分に注目し、冷水で抽出
した緑茶（水出し緑茶）の給与試験を
実施した。
〇方法
秋冬番茶の荒茶製造工程で出る粉茶
を利用した。泌乳中期のホルスタイン
種搾乳牛６頭を、冷水で１時間抽出し

た緑茶（茶葉２.５ｇ／１Ｌ）を与える
「試験区」に３頭、冷水を与える「対
照区」に３頭でそれぞれ振り分け、自
由飲水で与えた。
調査項目は、飲水量・乳量、不快指
数、試験期間内のコスト試算などの６
項目とした。期間は１８年８～１０月にか
けて行った。
〇結果
夏季には試験区と対照区に飲水量・
乳量の差は無かったが、秋季において、
試験区は水出し緑茶をよく飲み、乳量
を増加させることが明らかとなった
（図）。
血中や毛中のストレス指標などにつ
いては両区に差はなく、水出し緑茶の
飲水による暑熱などのストレス軽減効
果は認められなかった。試験期間内の
収支差は、試験区が１日１頭当たり１３９
円、対照区に比べて高かった。
水出し緑茶は乳牛の嗜好性が良く

（写真）、暑熱期以外の時期の飲水量
を増加させ、乳量をアップさせる効果
がみられた。
同研究所は、暑熱期には飲水量・乳
量に差が出なかった理由として、夏場
は暑さから、牛が大量の水を飲むため、
差が出なかったものと考察している。

図・写真ともに静岡県畜産技術研究所の資料から

水出し緑茶をがぶ飲みする牛

試験結果
泌乳後期 泌乳前期

試験区 対照区 試験区 対照区
平均体重（㎏） ６３８.３±３０.２ ６６２.８±２３.３ ７０２.０±３７.１ ７１０.３±４９.６
乾物摂取量（㎏） １７.８± ２.３ ２０.０± ２.２ ２９.８± ２.７ ２８.１± ２.８
泌乳成績
乳量（㎏） ２３.７± ３.６ ２３.５± １.８ ４３.１± ４.３ ４４.２± ５.６
乳脂肪率（%） ４.７± １.０ ４.２± ０.７ ３.８± ０.３ ３.８± ０.４
乳たんぱく質率（%） ３.８± ０.２ ３.９± ０.２ ３.０± ０.３ ３.１± ０.５
無脂固形分率（%） ９.３± ０.２ ９.４± ０.２ ８.６± ０.３ ８.７± ０.３
乳糖率（%） ４.５± ０.０ ４.５± ０.１ ４.５± ０.０ ４.５± ０.０

愛媛県農林水産研究所畜産研究センターの資料から

表 肉質成績
（n＝４，雌・去勢各２）

水分含量
（%）

筋肉内脂肪含量
（%）

ドリップロス
（%）

進展率
（㎠/g）

破断力価
（g）

対照区 ７２．８±１．２３ ４．４±０．９ ３．２±２．０ a ２９．０±６．４ b ５７２．２±１４５．２ a
水～FB区 ７２．８±０．８６ ４．７±０．９ １．６±１．１ b ２９．９±４．３ ab ５１６．１±１０９．９ b
FB区 ７３．２±０．２５ ４．２±０．４ １．７±０．９ b ３４．０±６．０ a ５６６．７±１０７．１ ab

※異符号間に有意差あり（p〈０．０５） 図・表ともに山梨県畜産酪農技術センターの資料から

豚にファインバブル水給与で成績アップ

肥育日数短縮、肉質は向上

水出し緑茶で秋季の乳量アップ
水より嗜好性良好

ユズ搾汁残さサイレージで飼料一部代替
泌乳成績な

ど同等
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肥育牛は暑さに弱いため、多方面か
らの対策が望まれる。
圧ぺんトウモロコシと同等の可消化
養分総量（ＴＤＮ）を有し、かつ中性
デタージェント繊維（ＮＤＦ）を豊富
に含む飼料として、木材クラフトパル
プ（以下、ＫＰ）が開発されている。
宮崎県畜産試験場は濃厚飼料の一部
をＫＰで代替した試験を実施し、肥育
牛の暑熱ストレスや飼料消化率の低下
を抑制できることを示した。
ＫＰはアルカリ処理を行ったもの

で、木材から第一胃内で分解しづらい
リグニンという成分を除去しているた
め、消化性に優れている（写真）。
肥育後期（２６ヵ月齢）の黒毛和種去
勢牛１０頭を供試。試験期間は１８年７～
９月の暑熱期間とした。濃厚飼料の乾
物（ＤＭ）当たり１０％をＫＰに置き換
える「試験区」に５頭、「対照区」に
５頭を振り分けた。
本紙７２５号で紹介した試験と同様に、
肥育中後期に飼料制限（定量）給与を
実施した上で行った。２週ごとに測定
した体重を基に、日本飼養標準で日増
体重（ＤＧ）０．７５㎏に必要なＴＤＮ要
求量を充足する量を粗濃比１：９で設
定。両区とも１４ヵ月齢以降を制限給与
とし、飼料摂取量・消化性、第一胃内
発酵を測定した。
試験の結果、枝肉成績は両区とも遜

色ない結果となった（表）。消化性で
は、有意ではないが各成分で試験区が
高く、特にＮＤＦ消化率が高い傾向が
みられた。暑熱期に第一胃発酵安定の
ため稲わらを多給すると発酵熱が増加
し暑熱ストレスが増す可能性がある
が、ＫＰは稲わらと同様にＮＤＦ摂取
量を増やして第一胃発酵安定を目指し
ながら、胃液温度の上昇を抑えること
が可能とみられた（図）。また、胃液 pH

に処理区間で差は認められなかった。
以上のことから、暑熱期に濃厚飼料
の一部をＫＰに代替すると、成績に支
障なくＮＤＦ消化率の低下が抑制さ
れ、胃液温度の上昇も伴わず暑熱スト
レスを抑える可能性が示された。
同試験場は今後、肥育後期以外の時
期の暑熱対策や、ミスト噴霧などの対
策と組み合わせた効果の実証を検討し
たいとしている。

農水省の食料・農業・農村政策審議
会家畜衛生部会が８月２４日に開催さ
れ、①家畜伝染病予防法施行規則の一
部改正②飼養衛生管理指導等指針の一
部変更③特定家畜伝染病防疫指針の一
部変更（牛疫、牛肺疫、口蹄疫、豚熱、
アフリカ豚熱、高病原性鳥インフルエ
ンザ及び低病原性鳥インフルエンザ）
―について答申した。
２０年度シーズンにおける高病原性鳥
インフルエンザの過去最大の発生や、
ワクチン接種農場における豚熱の発生
で、家畜伝染病の発生予防及びまん延
防止に係る課題が明らかになった。課
題を踏まえ、同省は６月１７日、家畜伝
染病予防法（以下「家伝法」）施行規
則等の見直しについて、同審議会の意

見を求める大臣諮問を行った。答申を
受けて、家伝法施行規則の改正等が行
われる。
◇家伝法施行規則の一部改正では、
①飼養衛生管理基準の遵守に係る是
正措置について、発生予防に係る指導
・助言、勧告及び命令の猶予期間をそ
れぞれ２週間から１週間に、まん延防
止に係る命令の猶予期間を１週間から
３日間に短縮②飼養衛生管理を行うに
あたり踏まえるものとして、これまで
記載があった飼養衛生管理基準に加え
て、飼養衛生管理指導等計画を追記（全
畜種）③大規模農場においては、畜舎
ごとに担当の飼養衛生管理者を配置す
ることを新設（同）。１人で複数の畜
舎の衛生管理を担当する場合は、上限

頭数を定める｛豚３千頭（１０ヵ月齢未
満の肥育豚は１万頭）、鶏１０万羽など｝
④家畜の頭数が多く、殺処分等に多大
な時間を要すると都道府県知事が認め
る家畜所有者は、監視伝染病の発生に
備えた「対応計画」を策定することを
新設（豚、鶏）―などを追記・新設す
る。
◇飼養衛生管理指導等指針の一部変
更では、①都道府県は、家畜所有者に
よる埋却地の確保が困難な場合のセー
フティネット（焼却施設との事前協定

締結、移動式レンダリング装置の活用
準備、周辺住民の理解醸成等）を家畜
所有者と共同して対応すること②家き
んの所有者等が毎年行う措置として、
飼養衛生管理基準の遵守に関する一斉
点検―などを追記する。
◇特定家畜伝染病防疫指針の一部変
更では、発生に備えた都道府県の取り
組みとして、都道府県内の最大規模の
農場における発生を想定し、動員計画
及び調達計画の策定、国への報告―な
どを規定している。

北海道大学の研究グループは８月４
日、北海道立総合研究機構酪農試験場、
東京農業大学と共同で、牛の妊娠・非
妊娠を早期に予測することに成功した
と発表した。
研究グループは、まず、牛のストレ
スが少なく、簡易、迅速に膣の粘膜組
織を採取できる器具を開発した。人工
受精実施後１７～１８日目のホルスタイン
種搾乳牛から膣深部壁の粘膜組織を採
取。妊娠の成否で発現量が顕著に変化
する遺伝子を探索した結果、３種を選

定した。
遺伝子情報を指標とするために、

８０頭分の採取サンプルを用いて、そ
れぞれの遺伝子発現量を数値化。次
に、各遺伝子発現量と妊娠の成否の
関係をコンピューターに学習させ、
妊娠予測モデルを作成した。２種の
遺伝子を組み合わせた場合に最も性
能が高く、妊娠牛、非妊娠牛それぞ
れ８５％以上の確率で判定することが
できた。
今後、より大規模な解析を行うこ
とで妊娠判定性能の信頼性を高め、
関係企業等との連携をとって実用化
を進めることを予定している。

環境省が公表したニホンジカ・イノ
シシ捕獲頭数速報値（２０年度）による
と、今年８月１９日現在の全国の捕獲頭
数が過去最多を記録した。
ニホンジカは６７万４８００頭で、前年か
ら１１．９％、イノシシは６７万８９００頭で、
６．０％それぞれ増加し、全体では１３５万
３７００頭と、８．９％増加した。
また、農水省は関係省庁や都道府県
と連携し、「集中捕獲キャンペーン」
を継続的に実施中。ニホンジカ・イノ
シシの個体数の半減目標（２３年度）の
達成に必要な頭数が捕獲されるよう、
各都道府県の捕獲目標の設定や見直し
を実施。都道府県ごとに集中的に取り
組む捕獲強化エリアの設定などによ
り、全国での捕獲実績を基に、約２０万
頭の上積みを目指す。
また、環境省の「全国のニホンジカ
及びイノシシの個体数推定及び生息分
布調査の結果について」によると、１９

年度末のニホンジカは約１８９万頭、イノ
シシは約８０万頭で、１４年度をピークに
減少傾向が続いているとみられる。
病原体の媒介など様々な被害を及ぼ
すこれらの野生獣の減少に向け、全国
各地での一層の努力が望まれる。

農畜産業振興機構は９月８日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２１年７月分、概算払い）
を公表した。乳用種及び交雑種で販売
価格が生産費を下回ったため、交付が
行われる。
１頭当たりの交付金単価は乳用種が
２万９９５７．７円（前月２万９７８６．４円）、交
雑種は３万６４９８．９円（同２万６４８５．２
円）。交雑種は、前月に比べ販売価格
が低下し、素畜費など生産費は上昇し
たため、増額となった。
肉専用種は、茨城県でのみ交付が行
われる。

表 枝肉成績
と畜日齢
（日）

枝肉重量
（㎏）

胸最長筋
面積（㎠）

ばらの
厚さ（㎝）

皮下脂肪の
厚さ（㎝） 歩留基準値 BMS No． 格付結果

対照区
（ｎ＝５） ８８２±１４ ４９３．０±２３．１ ５８．０±６．０ ７．６±０．５ ２．６±０．７ ７３．５±０．９ ６．０±１．０ Ａ４：４

Ｂ４：１

試験区
（ｎ＝５） ８７９±２８ ４９２．２±２６．８ ５６．６±６．９ ７．９±０．４ ２．８±０．６ ７３．３±１．２ ５．４±１．２ Ａ４：４

Ｂ３：１

黒毛
和種 濃厚飼料を一部木材クラフトパルプで代替

暑熱ストレス・消化率低下を抑制

豚熱・鳥インフル防疫対策を強化
家伝法施行規則など改正へ

シカ・イノシシ集中捕獲
過去最多頭数を記録

乳用種・交雑種で連続発動
牛マルキン７月分

牛の妊娠を早期予測
膣粘膜の遺伝子情報を指標に
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

消費者の節約志
向強まり、需要
は乳牛などへ

８月は新型コロナウイルスの感染拡
大により、緊急事態宣言の対象地域が
拡大され、牛肉の需要は低迷した。豪
雨などの天候不順の影響もあり、荷動
きは鈍かった。和牛の枝肉相場が軟調
となり、牛肉全体でも弱含みの展開が
続いた。
【乳去勢】８月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は９９５円（前年同月比１１２％）
となり、前月に比べ３１円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、９月の乳用種の全国出荷頭数は２
万７５００頭（９６％）と減少を見込んでい
る。
【Ｆ１去勢】８月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１５８０円（前年同月比１１４％）、Ｂ２
は１３９０円（１１３％）となった。前月に比
べＢ３は３円の上げ、Ｂ２は４円の下
げで、もちあいだった。
同機構は、９月の交雑種の全国出荷
頭数を１万９３００頭（１０６％）と増加基調
が続くと予測している。
【和去勢】８月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２２４８
円（前年同月比１１０％）､Ａ３は２００１円
（１０９％）となった。前月に比べそれぞ
れ１０４円、１０８円下げた。Ａ５は７７円下げ
の２５７７円（１０８％）だった。
同機構は、９月の和牛の全国出荷頭

数を３万７９００頭（９９％）と減少を予測
している。全体の出荷頭数は８万６３００
頭（９９％）と、前年同月をわずかに下
回ると見込んでいる。
一方、９月の輸入量は総量で４万

８０００ｔ（１０９％）と予測。内
訳は冷蔵品２万１４００ｔ
（１１７％）、冷凍品２万６６００
ｔ（１０３％）。どちらも前年
同月の輸入量が少なかった
ことから、冷蔵品は大幅に、
冷凍品はわずかに前年同月
を上回ると見込んでいる。
緊急事態宣言の期間が延
長され、外食需要の低迷が
続く見通し。需要は引き続
き内食需要が中心となる。
牛全体の出荷頭数の減少
が予測されている。また、
輸入牛肉の価格が上昇して
いる。一方、消費者の節約

志向が強まっている。需要は、低価格
部位や乳牛などへの移行が進むとみら
れる。和牛は厳しい状況が続く見通し。
新型コロナウイルス感染の収束が見
通せず、先行きの不透明感が強い中、
相場は総じて弱もちあいで展開するこ
とが予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が９５０～
１０００円、Ｆ１去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、
Ｂ２は１３００～１４００円、和牛去勢Ａ４が
２２００～２３００円、Ａ３は２０００～２１００円で
の相場展開か。

内食需要の継続
見込まれ、底堅
い相場展開か

８月の東京食肉市場税込み平均枝肉
単価は、上物が６２２円（前年同月比
９８％）、中物は５８９円（９６％）となった。
前月に比べそれぞれ１３円、１１円下げた。
猛暑の影響等により全国的に出荷頭
数が伸び悩む中、緊急事態宣言に伴う
堅調な内食需要が継続し、上旬の上物
相場は６００台後半、中・下旬は６００円前
後の高値で推移した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、９月は１３３万７千頭（前年同月比
９９％、平年比１０２％）、１０月は１４３万４千
頭（９７％、９９％）とほぼ平年並みで推
移すると見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、９月の輸入量は総量で６万９２００ｔ

（前年同月比１０６％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万２２００ｔ（９９％）、冷凍品３
万７０００ｔ（１１３％）。冷蔵品は北米にお
ける現地価格の高騰の影響等により、
前年同月をわずかに下回ると予測して
いる。冷凍品は前年同月の輸入量が新
型コロナウイルス感染症の影響で少な
かったことから、前年同月をかなり大
きく上回ると見込んでいる。
暑さが和らぎ、肉豚の増体が進み、
出荷頭数が増えてくる。輸入量も前年
に比べ増加基調となっている。例年、
相場が軟調となる時期だが、今年は内
食需要が継続すると見込まれる。相場
の大きな下げはなく、底堅い展開が予
想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～６３０円、
中物は５５０～５８０円での相場展開か。

和子牛は弱もち
あい、スモール
は小戻す展開か

【乳素牛】８月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２３万９９５９円（前年同月比９９％）、Ｆ１去
勢は３８万７１３５円（１００％）だった。前月
に比べそれぞれ６３６８円、９８９７円下げた。
枝肉相場は総じて弱もちあいが見込
まれている。素牛も弱含みの展開が予
想されるが、大きな下げはないか。
【スモール】８月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が８万６７３６円（前年同
月比８７％）、Ｆ１（雄雌含む）は２０万２６５２

円（１０９％）となった。前月に比べそれ
ぞれ３万７２９８円、３万７３７円下げた。両
品種とも需給が緩み、北海道、都府県
ともに下げの相場展開となった。
大きく相場が下がった反動で、この
先、両品種とも小戻す展開が予想され
る。
【和子牛】８月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７６万
６７６６円（前年同月比１１０％）となった。
前月に比べ１万５９３２円下げた。８月は
子牛の開催市場数が少なかったが、枝
肉相場が軟調で、肥育農家の引き合い
が弱まった。
和牛の枝肉相場は軟調な推移が予想
されており、子牛の取引価格は、当面、
弱もちあいで推移するとみられる。

農水省が８月２５日に公表した２０年
度食料需給表によると、肉類（牛・
豚・鶏肉、その他の肉）の重量ベー
スの自給率は前年度に比べ１㌽上昇
し、５３％になった。２年連続の上昇。
国内生産量が増加した一方で、輸入
量は新型コロナウイルス感染拡大の
影響による外食需要の減退を受けて
減少した。
肉類の国内生産量（枝肉換算、以
下同）は３４５万２千ｔ（前年度比１．６％
増）、輸入量は３０４万３千ｔ（６．５％
減）だった。国内生産量のうち、牛
肉は４７万９千ｔ（１．７％増）、豚肉は
１３１万ｔ（１．６％増）、鶏肉は１６５万６
千ｔ（１．５％増）とそれぞれ増えた。
輸入量のうち、牛肉は８４万５千ｔ
（５．１％減）、豚肉は１２９万８千ｔ
（７．３％減）、鶏肉は８５万９千ｔ（６．２％
減）といずれも減った。
国内生産量と輸入量の合計から輸

出量を差し引き、在庫の増減量を考慮
して算出した「国内消費仕向量」は、
肉類全体で６５４万ｔ（０．２％減）となっ
た。うち牛肉が１３２万９千ｔ（０．７％
減）、豚肉が２６４万４千ｔ（０．７％増）、
鶏肉が２５１万６千ｔ（０．８％減）。
品目別の自給率（国内生産量／国内
消費仕向量×１００）は、牛肉が３６％（１
㌽上昇）、豚肉が５０％（１㌽上昇）、
鶏肉は６６％（２㌽上昇）と、３畜種と
も上がった。飼料自給率（前年度と同
率の２５％）を考慮して算出すると、肉
類全体で７％、牛肉は９％、豚肉は
６％、鶏肉は８％となり、いずれも前
年度と同率だった。
肉類の国民１人・１年当たり供給純
食料（精肉換算、消費量に相当）は、
３３．５㎏（前年度並み）で横ばい。うち
牛肉は６．５㎏（０．５％減）、豚肉は１２．９㎏
（１．０％増）、鶏肉は１３．９㎏（０．５％減）
となっている。

８月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ７９２ ６８０ ３０６ ２９８ ２３９，４１１ ２４３，５３０ ７８２ ８１７
Ｆ１去 ２，０５６ ２，２３４ ３４４ ３３５ ３８１，９８２ ３９４，８６９ １，１１０ １，１７９
和去 １，３４３ ２，９８７ ３３４ ３３０ ７８８，２１１ ８１９，４８９ ２，３６０ ２，４８３

東 北
乳去 ― ２ ― ２７８ ― ２２０，０００ ― ７９１
Ｆ１去 ３ ２ ２９２ ２８６ ３１９，３６７ ３２０，１００ １，０９４ １，１１９
和去 ２，４０７ ２，７４４ ３２０ ３２３ ７４１，７２５ ７５５，５３１ ２，３１８ ２，３４２

関 東
乳去 ４６ ９０ ２９３ ３０８ ２７６，４３５ ３００，１９０ ９４５ ９７４
Ｆ１去 １５３ １８０ ３５３ ３５３ ４０８，７９８ ３９４，８９４ １，１５９ １，１１９
和去 ９４２ ７１１ ３０９ ３２０ ７７１，０２４ ７９１，７２５ ２，４９１ ２，４７２

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １０３ ４９ ２９１ ２８０ ７４５，８００ ７１５，１５７ ２，５６３ ２，５５４

東 海
乳去 ３ ９ ２７２ ２８２ ２５０，４３３ ２５４，２２２ ９２１ ９０１
Ｆ１去 ４８ ６３ ３２３ ３２１ ３８１，８３７ ３９９，２４７ １，１８３ １，２４４
和去 ２２８ ３３５ ２６２ ２７３ ７６１，３５４ ８３９，３００ ２，９０３ ３，０７０

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １７６ ４０６ ２６１ ２６３ ７９０，４０６ ７６５，８０３ ３，０２８ ２，９１３

中 四 国
乳去 ５０ ７５ ２６７ ２７０ ２２５，４１２ ２１６，７１５ ８４４ ８０４
Ｆ１去 ３４０ ３０７ ３３４ ３３３ ３９２，９４６ ４０７，４７６ １，１７７ １，２２４
和去 ７１１ ８６９ ３０３ ２９９ ７６３，０１６ ７７３，８２７ ２，５１４ ２，５８５

九州・沖縄
乳去 ８ １６ ３０２ ３０９ １７１，４６３ １９９，８５６ ５６８ ６４７
Ｆ１去 ４６７ ４５６ ３３８ ３３４ ３９９，４７２ ４０１，４７１ １，１８１ １，２０２
和去 ７，５６０ １０，７４２ ３００ ２９９ ７７０，６５０ ７７８，７０９ ２，５６８ ２，６０４

全 国
乳去 ８９９ ８７２ ３０３ ２９７ ２３９，９５９ ２４６，３２７ ７９２ ８２９
Ｆ１去 ３，０６７ ３，２４２ ３４２ ３３５ ３８７，１３５ ３９７，０３２ １，１３２ １，１８５
和去 １３，４７０ １８，８４３ ３０７ ３０７ ７６６，７６６ ７８２，６９８ ２，４９８ ２，５５０

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

肉類自給率重 量
ベース５３％に上昇

２０年度１人当たり年間消費量は横ばい

弱
も
ち
あ
い
の
展
開
か

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


